
i5/OS - 次世代の iSeries オペレーティン
グ・システム

Integrated and reliable － the heart of your iSeries system
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ハイライト

● iSeries™ が伝統的に誇る高い

信頼性とシンプルさを継承

● Linux®、WebSphere®、Java™、

Workplace™、および Domino®

をすべて統合できるので、信

頼性とセキュリティーを確保

する一方で、業務の遂行に必

要なアプリケーションを柔軟

に選択可能

● データベース、Web 機能、セ

キュリティー、アンチ・ウィ

ルス、ネットワーク、オンラ

イン・ヘルプなどの重要な機

能をシステムに統合

i5/OS―統合と信頼性

企業経営のニーズ。IT システムを毎日

運用するニーズ。iSeries システム上で

動作する i5/OS™ は、こうしたニーズ

に応えるものです。重要な機能をすべ

てシステムに統合した i5/OS により、

お客様は簡単かつ迅速にアプリケーシ

ョンを展開し、新規のデータと既存の

データをシームレスに統合できます。

定評のある堅牢なセキュリティーとネ

ットワークのオプションをさらに拡張

して、サプライヤーからパートナー、

社員、顧客に至るまで安全かつ確実に

つなぐことができます。

i5/OS は完全に統合されたシステムで、

購入後すぐに使用できます。これは、

リレーショナル・データベース、通信

ネットワーク機能、オンライン・ヘル

プ、Web 化テクノロジー、容易なシス

テム管理をはじめとする多数の機能が

オペレーティング・システムとマシン

に完全に統合されているからです。ユ

ーザーは、1 つのコマンド言語、すな

わち簡単な統一グラフィカル・ユーザ

ー・インターフェース （GUI） を使用

して、i5/OS のあらゆるコンポーネン

トと通信できます。

i5/OS では、Linux、Windows® サーバ

ー™1、Java、および UNIX® のアプリ

ケーションを使いやすい 1 つのシステ

ム内でサポートしているため、IT 環境

を簡素化できます。また、高い可用性

を維持しながら、優れたアプリケーシ

ョン・ワークロード管理およびロジカ

ル・パーティショニング （LPAR） を

実現しています。パーティションで区

切られた単一のシステム内では、現在

のビジネス・アプリケーションと共に

次世代のアプリケーションを素早く展

開し、運用できます。
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使いやすさ

どんなに優れた IT ソリューションで

も、管理に大勢の技術者を必要とする

ようでは役に立ちません。 i5/OS は、

使いやすさと管理の容易さに定評があ

ります。使いやすさの鍵を握っている

のが iSeries ナビゲーターです。この

グラフィカル・インターフェースによ

り、データベースを管理するほとんど

の操作を実行できます。例えば、デー

タベース・オブジェクトの作成、変更、

削除、移動、およびコピーが可能です。

このほか、テーブルへのデータの入力、

テーブル内容の表示、SQL スクリプト

の実行、データベース・オブジェクト

間の関連のグラフィカル表示など、さ

まざまなデータベース管理作業を実行

できます。

i5/OS にはこのほか、ビジネス継続性

を支える主要な機能が装備されていま

す。24 時間稼働に対応するために、

ユーザーがデータベースにアクセスし

て変更を加えている最中でも、オンラ

インでデータベースを保守できます。

データのリカバリーはオブジェクト・

レベルで行えます。このため、必要に

応じてファイルを 1 つだけ復元するこ

ともできます。1 つのファイルを「修

復」するために、データベース全体を

復元する必要はありません。また、デ

ータベース・レコードを前後に移動さ

せながらリカバリーできるため、最新

のバックアップ後にデータベースに加

えた変更を復元後に適用し直したり、

最新の変更を取り消してデータベース

を特定の状態に戻したりすることがで

きます。この操作を特定のユーザー、

時間、またはジョブに限定することも

できます。

ネットワーク

i5/OS は、ネットワーク上でバッチ・

モードまたは対話モードで安全に通信

するための統合機能を多数装備してい

るため、 分散型のビジネス・システム

にも iSeries を活用できます。もちろ

ん、 iSeries では TCP/IP 接続および

SNA 接続をサポートします。SNA ピ

ア・ネットワーク機能と Systems

Application Architecture®（SAA®）規格

を共に使用することにより、ネットワ

ーク設計に大幅な柔軟性をもたせるこ

とができます。

ファイルと印刷サービス機能のほとん

どを Microsoft® Windows ネットワーク

をベースに構築している場合、i5/OS

により、ネットワーク上のこれらのリ

ソースの信頼性と可用性を高めること

ができます。 iSeries NetServer は、フ

ァイルと印刷サービス機能をエンド・

ユーザーに提供するオペレーティン

グ・システム機能です。NetServer は、

IFS と iSeries の出力キューをまとめて

Windows の「ネットワーク」から見え

るようにします。また、ユーザーに表

示するリソースを細かく制御する機能

も持っています。エンド・ユーザーが

表示できるディレクトリーまたはプリ

ンターは、管理者またはリソースの所

有者が「共有」に設定したものだけで

す。
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さらに、i5/OS は Telnet をはじめとす

る標準の TCP/IP ユーティリティーや

ファイル転送プロトコル （FTP） を備

え、ドメイン・ネーム・システムなど

さまざまな機能をサポートしていま

す。

セキュリティー

i5/OS は 4 つのレベルのセキュリティ

ーを提供し、お客様は設定したレベル

に基づいてシステムのセキュリティー

を構築できます。ビジネス・ニーズや

システム上のアプリケーションやデー

タに応じて、最小限のセキュリティー

から米国政府が定義する C2 レベル、

または ISO 15408 に定義されるレベル

までを選択できます。

選択したセキュリティー・レベルに応

じて、システムへのアクセスとリソー

スへのアクセスがパスワードで保護さ

れます。さらに i5/OS は、次のような

各種のネットワーク・セキュリティ

ー・レベルでシステムを保護します。

● Secure Sockets Layer （SSL）―業界

標準のプロトコル。システムと互換

クライアント・ソフトウェアとの間

でセキュリティー・トランザクショ

ンが実行されるため、ユーザーは

iSeries システム上のアプリケーショ

ンおよびデータに安全にアクセスで

きます。

● i5/OS では、デジタル証明書を使用

してリモート・アクセスに必要な信

用証明情報を作成し、この情報がな

ければシステム・リソースにアクセ

スできないようにすることができま

す。

● ネットワークが複雑であれば、

i5/OS の エンタープライズ識別マッ

ピング （EIM） を使用して、管理可

能な単一のユーザー・レジストリー

にユーザー情報を統合することもで

きます。

● i5/OS には Virtual Private Networking

（VPN） 機能があり、公共のネット

ワークを経由しながらプライベート

なトランザクションのセキュリティ

ーを高めることができます。

● i5/OS は、フィルタリング機能およ

びネットワーク・アドレス変換

（NAT） も備えているため、脆弱な

システムおよび内部ネットワークを

外部の攻撃から保護できます。

Linux

iSeries 上で Linux を運用すると、

iSeries アーキテクチャーの強力な機能

と信頼性を維持したまま、オープン・

スタンダードの柔軟性を生かすことが

できます。セカンダリー・区画で

Linux を実行するために、i5/OS は拡張

されています。モデルによって異なり

ますが、最大 253 の Linux 区画をサポ

ートします。
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各区画を独立させて構成する場合は、

Linux 区画は入出力 （ I/O） リソース

のホストとなる i5/OS 区画の影響を受

けません。そのため、LPAR に独自の

ディスク装置を設けることも、区画で

ネットワーク・サポートを使用して

network start を実行することもできま

す。さらにプライマリー区画がアクテ

ィブでない場合でも LPAR を起動でき

ます。一方、入出力機能を LPAR に提

供するホスト i5/OS 区画が所有するデ

バイスに、入出力リソースの役割を仮

想的に実現させることも可能です。

iSeries Linux カーネルおよび i5/OS は、

ディスク、ネットワーク、CD-ROM な

どの数種類の仮想入出力リソースをサ

ポートしています。Linux 区画に直接

リソースを接続することにより、区画

でリソースを自在に制御することもで

きます。

このような柔軟性のおかげで、ビジネ

ス・ニーズに合った Linux アプリケー

ションを自由に、しかも iSeries シス

テム上で実行できるため、お客様に大

きな安心感が生まれます。

Java

Java は、 iSeries システムの重要なア

プリケーション開発環境です。マシ

ン・インターフェースの下位にある

Java 仮想マシン （JVM） が、 iSeries

システム上の Java コードを素早く解

釈し、実行します。トランスレータを

機能させれば、インタープリンターの

オーバーヘッドをかけずにシステム上

で直接 Java を実行できます。

Java は、コンピューティング環境とし

て完成されたものであり、プログラム

の移植性とプログラマーの生産性を高

めるデファクト・スタンダードです。

C++ よりはるかに簡潔なオブジェクト

指向のプログラミング環境と言えま

す。Java 上に iSeries を実装すること

により、他の Java プラットフォーム

に比べて優れた拡張性や、iSeries のオ

ブジェクト・ベースのアーキテクチャ

ーとの相乗効果を期待できます。

Java と i5/OS を組み合わせることによ

り、既存の Java プログラミング・ス

キルを使用しながら、iSeries の信頼性

とセキュリティーを利用して独自のア

プリケーションを作成できます。
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DB2 Universal Database 

（DB2 UDB）

iSeries 標準の DB2® UDB for iSeries は、

安定性、および使いやすさとともに、

最先端のデータベース機能を提供しま

す。i5/OS に完全に統合されているた

め、導入や OS への組み込みで問題が

発生する心配がありません。

DB2 UDB for iSeries は、トランザクシ

ョン処理にも、複雑な意思決定支援ア

プリケーションにも使用できます。最

先端の並列処理および最適化技術によ

り、データを大量に処理するアプリケ

ーションから大規模な意思決定支援デ

ータベースを照会できます。

DB2 UDB for iSeries では、iSeries アプ

リケーションからでも、Linux 区画か

らでも、ODBC などの標準のネットワ

ーク・インターフェースからでも柔軟

にデータにアクセスできます。このた

め、どのようなアプリケーションに対

しても、DB2 のデータを提供できま

す。

また、データ駆動型アプリケーション

のパフォーマンスと信頼性を向上させ

るのに役立つ機能を豊富に提供しま

す。DB2 UDB for iSeries には、オブジ

ェクト・リレーショナル・テクノロジ

ーが搭載されているため、データベー

ス内でテキスト以外の大きなオブジェ

クトを管理できます。業界標準の SQL

をサポートするほか、照会のパフォー

マンスを高めるための多様な機能を装

備しています。

さらに、DB2 UDB for iSeries はシステ

ムに完全に統合されているため、単一

の GUI またはコマンド言語を使用し

て、システムの他の部分とともに一元

的に管理できます。
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HTTP サ ー バ ー 、 WebSphere、

Domino、および WorkPlace 

重要なビジネス・アプリケーションを

構築するための不可欠な要素として、

Web 機能が挙げられます。これは、お

客様企業の社員、サプライヤー、およ

び顧客が標準の Web クライアントを

使用して企業のアプリケーションにア

クセスできるようにするための機能で

す。i5/OS では、組み込みの HTTP サ

ーバー （Apache サーバー） を使用

し、 Java テクノロジー・ベースの

Web アプリケーション・サービス機能

に対応した WebSphere ファミリー製

品にアクセスすることによって、この

機能を実現しています。

WebSphere Application Server―

Express が i5/OS に組み込まれている

ため、iSeries アプリケーションおよび

データを Web ですぐに使用できます。

WebSphere 機能にはこのほかに、機能

強化バージョンである WebSphere

Application Server 、WebSphere Portal

Express、WebSphere Commerce など

のような、オプションとして使用でき

る製品もあります。

Lotus® Domino® ソフトウェアを追加す

れば、FAX、電子メール、インスタン

ト・メッセージ、広範なコラボレーシ

ョンなどの機能を使用できるため、

i5/OS システムをさらに強化できます。

i5/OS に統合されたこれらすべての機

能により、iSeries システムの特長であ

る管理の容易性、高い信頼性、および

堅牢なセキュリティーが実現されるの

です。



詳細情報

iSeries の詳細情報については、IBM 担
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にお問い合わせいただくか、次の Web

サイトをご覧ください。
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